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自閉的な子どもへの早期の発達支援に関する研究

柴田 和美*

I。問題および目的

自閉症に関する学説はこれまで何度となく変転

してきたが,現在では自閉症は脳障害に基づく発

達障害とみなされ,広汎性発達障害の1つのタイ

プとして位置付けられている。滝川(2004)は,

自閉症の本質的な特徴は「自閉的孤立」であり,

精神機能の獲得(発達)には,その精神機能を既

に獲得した大人との十分な関わりが不可欠である

と述べている。また,杉山(2001)は,自閉症児

に対してはより早期からの社会的スキルトレーニ

ングが必要であるとする一方,これらの子どもた

ちへの関わりにおいては,なるべく侵襲的になら

ないよう細心の配慮を払わなくてはならないと指

摘しており,その相反する双方のテーマを実現し

ていくことが自閉症児療育の課題であると考えら

れる。

動作法は,現在,様々な発達障害児に適用され

ており,自閉的な子どもに対してもかなり実践が

行われている。動作法では,自閉的な子どもを対

象とする場合,まず子どもをゆったりと受け入れ

ながら,直接身体を介してやりとりを行い,その

上で対人的な認知や行動の自己調整力等を育むこ

とをねらいとしている。そういった点で,杉山

(2001)が指摘するこれら相反する2つのテーマ

を実現する特徴的な発達援助法の1つとも言うこ

とができる。

白岡的な子どもは,他者･の存在を認識する力が

希薄で,他者と注意を共有することが難しいとい

う問題がその中核にある。したがって、このような子どもたちに対して物を介して関わるのでは,

なかなか注意を共有していくことは難しい。動作

法においては,子どもと援助者が直接身体を介し

やりとりをするため,これらの子どもと援助者と

の共同生意を成立させるのに有効な状況を整えや
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すい。身体を直接介し援助者とやりとりすること

で,他者の存在を自分との関係の中で体感し,他

者と関わる実感(他者認知)を育むことができる

のである。そして,このことが,言語発達等を含

めた,その後の発達の基盤となっているものと考

えられる(森峙,2002)。また,森峙(2002, 2004)

は,動作法を通した(遊びを介しか場合も含め)

自閉的な子どもへの関わりにおける治療的なねら

いを,①「ゆったり落ち着く感じの体験」,②「行

動の自己調整」,③円也者と注意を共有(視線共

有から3項関係での共同注意)し,他者の存在を

(自分との関わりの中で)実感する力(他者認知)

を育むこと」の3つに整理しており,このことに

より,自閉的な子どもの社会的な行動様式の変容

が可能となると述べている。

また,一般に発達障害のある子どもたちは,他

者とうまくやりとりしながら遊ぶことが難しく1

人遊びになったり,遊具が使いこなせなかったり,

遊び仲間にうまく入れなかったり,ルール通りに

できなかったり,パニックを起こしやすかったり

ということが少なくない。このため,一般の子ど

もたらが進んでゆく道を子ども自身の力で辿って

いくことは難しい。その発達が極めて遅く,つま

ずいたり足踏みしたりしがちで,そこに援助者と

しての大人の手助けが必要になる。

この点に関して,滝川(2002)は,‘自閉症の遊

戯療法では,「セラピストがリードし」という開

か深く求められると述べている。発達障害のうち

でもとりわけ自閉症児は,まわりの人と能動的に

関わりを持ち,人との関係をより深く,より広く

伸ばしていく所に人きな遅れ(力不足)を持つ。

しかも,人との関わりの遅れは,単にその遅れだ

けにとどまらず,人との関わりの積み重ねを通し

てはじめて発達可能な,その他のこころの働きに

おいても遅れを招いてしまう。このため,重い自

閉症や能動的な働きかけを受けない自閉症では,
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広汎な精神諸機能に及ぶ発達の遅れが現れること

となる。それを少しでも防ぐために,人との交流

を伸ばすような働きかけができるだけ早期からな

されるべきだと考えられる(滝川, 2002)。加え

て滝川は,自閉症児に関わる援助者は,不安や脅

威をあたえないよう,自閉症児のこころの中でど

んな体験が起きているか推測しながら,少しでも

場面や体験の共有ができるよう試み,少しずつ相

互性をはらんだパターンヘとリードしてゆくこと

が大切と述べている。

筆者は,動作法と遊びを手段としながら就学前

の自閉的な子どもの発達支援に関わっている。自

閉症児と接すると,子どもの1人遊びになったり,

働きかけても反応が少なかったりして関わりが続

きにくい。これは,自閉症児が他者と注意を共有

したり,他者をこころある存在として,また関わ

り得る対象として実感したりすることに困難があ

り,他者とうまく関わることが州しいからだと考

えられる。

白閉症児がしだいに他者と注意を共有し,ここ

ろある存在として他者との繋がりを認識していく

プロセスは,生まれたばかりの乳児が少しずつ辿

っていく発達的な経過とも爪なる所も少なくな

い。犬神(2002)は,乳幼児期における共同注意

行動の発達的変化の経過について,税田(2003)

は,乳幼児期の運動能力の発達とコミュニケーシ

ョン発達の関通性について,乳幼児の発達経過を

追った膨大なデータをもとに報告している。森崎

(2002, 2004)は,これらのデータを踏まえなが

ら,自閉症児を対象として発達支援に収り組んで

おり,筆者自身も,自閉症児への発達支援を行う

際には,森崎が示すコミュニケーション発達を意

識しながら,動作法と遊びを介して関わっている。

つまり,アイコンタクトなどの注意(視線行動)

の共有,それを基盤に他者認知を育み,自己一他

者関係の成立,さらにそれを基盤として,模倣行

動や指差し理解,提示・手渡し,指差し産出とい

う3項関係としての共同注意行動,さらに表象の

成立,という発達的な流れを常に意識しながらコ

ミュニケーション行動の発達を促すことをねらい

とするのである。

本研究では,動作法と遊びを組み合わせた発達

支援により,自閉症児のコミュニケーション発達

を特に意識して取り組んだ事例を紹介する。その

上で,対象児の遊びの変化やロ常的な行動の変容

について考察するとともに,視線行動や3頂関係

としての共同注意行動の形成を中心とした,自閉

症児のコミュニケーション発達を促すことを前提

とした,援助者の関わりの在り方について考察す

る。その上で,子どもの発達レベルに応じた身体

や物を介しての幅広い関わりとコミュニケーショ

ン発達の関連性について検討したい。

L方法

1.研究方法 事例研究

a)対象児:自閉症男児S 当時3歳2ヶ月

b)担当期間:200X年12月~200X+2年1月

O資料･各セッションの記録をもとに,対象児

の遊びや援助者との関わりにどのような変容が

見られたか,コミュニケーション行動の発達に

焦点を当て考察する。

2.プログラム

a)1セッション:週1回60分間(10分間母親

面接,15分間動作法,35分間遊び)。

b)セッション内容:

〈動作法(15分)〉

・ねらい;落ち着き,自己調整,他者認知形成。

・手続き(動作課題);

「腕上げ(子どもが仰臥位になり,援助者に介わ

せて一緒に腕を動かす課題)」,

「躯幹ひねり(子どもが側臥位になり,体幹を人

きくねじるように上体を弛めていく課題)」,

「背そらせ（子どもが上体を反らせながら,援助

者に身を任せていく課題)」。

いずれの課題もただ身体を動かすのではなく,

援助者の動きに合わせて,子ども自身もやりとり

する感じが出るように行っていく。

また,動作法については,家庭でも毎日15分程

度の母子訓練を行ってもらった。

〈遊び(35分)〉

トランポリン(他者認知の形成を意識)

キャッチボール(3項関係の形成を意識)

プラレール(3項関係の形成を意識)

ままごと(表象能力の形成を意識)

また,動作法,遊びを介した課題全体を通して,

子どもと身体を直接介して触れ合うこと自体に対

人認知を育む重要な要因があると考えられる。そ

ういった点を意識し,課題を通して自己一他者の

関係を育むことを重視している。
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3。事例紹介

a)家族構成;父,母,兄(7歳),本人

b)診断;自閉症

c)上訴;少しでも人とやりとりができるように。

危ないことをするので行動の調整がもう少しで

きるように。

d)生育歴・相談歴

・2:7 N病院で「自閉症」と診断。

・3:2 愛知教育大学治療教育センター

・3:5 安城市T幼稚園に通園。

インテーク時他の相談機関には行っていない。

e)インテーク時の様子

目線はほとんど合わないが,Th(援助者)の

働きかけに答えて万歳をしたり,片手で腕上げを

したりする。〈ちょうだい〉と言うと黒板消しを

手渡すことができる。 トランポリンで楽しむ感じ

はなくただ揺られている。ままごとではThが指

差したものをつかむ。全体的に落着きがなく,忙

しく動き回っている。

家庭では,Mo(母)の指示にはある程度従う

ことができており,日常生活に大きく支障がある

という状況ではなかった。 しかし,Moが目を放

している間に,高いところに登ったり,急に走り

出そうとしたりする等,やや多動的な面があり,

行動の調整にはやや心配な面があった。また,兄

と遊んだり,他の人と関わったりすることは難し

い状態であった。

Ⅲ。経過及び考察

1.全体的な行動の変容について

第1期から第4期の約1年間の関わりを通し

て,Cn子ども)の行動には様々な変化が見られ

た。特に大きな変化としては,第2期に要求の指

差しの産川|が見られるようになったこと,第3期

にままごと遊びにおいて表象遊びが頻繁に現れる

ようになったこと,第4期に「ちょうだい」,「あ

けて」,「きて」等の自発的な要求語と,オウム返

しではあるが2詩文が言えるようになったこと等

が挙げられる。 しかしそれだけでなく,注意が散

漫でThと日を今わせず1人遊びの多かったCIが,

第川切から第4間へと関わりを進めてくると,

様々な場面でThと目を合わせたり注意を共有し

たりしながら楽しく遊べるようになった。それぞ

れの遊びにおいてThとのやりとりが増加し,そ

れに伴い言葉の数や種類も増えていった。

第1期(#1~#5)「自他未分化」の状態。目が

ほとんど合わず,動作課題においても遊びにおい

ても,他者であるThをほとんど意識できていな

い時期。

<Thのねらいと関わり方〉

物よりも身体を介したやりとりを重視して「自

己一他者」の関係を育んでいくことが重要である

と考え,C1と身体を介しか関わりの中で,できる

だけ目を合わせられる(アイコンタクト)場面を

増やすことを当面のねらいとした。また,注意が

それがちになるので,指差しを多川したり,言葉

をはっきり言ったりして,Thの要求や提案を示

すようにした。

〈CIの様子と変化〉

動作課題全般において目が合わず,目線をそら

そうとする。動きも他動的でC1自身が動かす感じ

は全くない状態であった。しかし,嫌がる感じで

はなく,Thの働きかけに何とか応じている。ま

た,動作法の課題以外で身体を介した関わり合い

はほとんどない。腕上げでは,#4に〈バンザイ〉

と両手を上げるのを喜び,短い時間だが初めて一

瞬アイコンタクトが取れた。#5Thの手を見てC1

が手を伸ばしてくる。躯幹ひねりでは, #4 , #

5でくさんはい〉の合図で身体を弛め,〈反対側〉

と身体に触れると自分でも動かす感じがある。背

反らせでは,#2股に力が入り,前屈ができない。

#4抵抗もあるがのんびりもたれる。

遊びでは,#3カーテンでのくいないいないば

あ〉を喜び,C1も「ばあ」と言った。「|もよく合

い何度も繰り返した。 トランポリンに興味を示さ

ず,すぐ降りようとする。まだ1人では跳ぶこと

ができない。#2,#3にThの合図でThと一一緒に

跳び始めるが他動的。#4向き合って跳ぶのを嫌

がり,後ろ向きでないと跳べない。ボールやプラ

レールに興味を示すものの,ほとんど1入遊び。

しかし,C1の間近で〈投げて〉とはっきり要求す

るとボールを返す様子も少し見られた。プラレー

ルでは, #5Thが坂になっている線路に電車を走

らせて見せた後,〈やって〉とC1に電車を渡すと

真似して走らせることもあった。ままごとにはほ

とんど興味を示さない。遊び始めても1人遊びで,

Thの働きかけへの反応は少ない。 Thの言うこと

が全く通じない事も多く,1人で遊ぶ感じが強い。

この時期は,全体を通して,言葉の表出も少な

い。独り言はよく言っているが,何と言っている
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のかはとんど聞き取れない。 Thの言葉を時々真

似て「ばあ」とか[あぶない]「くるくる」等言

う。

一全体的には,注意が散漫でなかなか目が合わず,

指示が通りにくい。 1人遊びの時間が長くなりが

ちで,トランポリンやキャッチボールにもほとん

ど興味を示さず,Thと物を介して遊ぶことが難

しい。滑る,回る,揺れる等の身体を使った遊び

では笑顔を見せ,Thと関わって遊べる。この時

期,C1がThを意識し注意を向ける力は弱いもの

の,C1の喜ぶ体遊びを多く取り入れ,指差しを多

用する等の工夫によって,C1がThに注意を向け

やすい状況を作ることができていたと考えられ

る。

第2期(#6~#13)要求を他者に伝える. Th

のやることに興味を示す等の行動が現れ,少しず

つ自分や他者を意識し始めた時期。

<Thのねらいと関わり方〉

第2期も,身体を介しか関わりの中でアイコン

タクトが取れる場面を増やすことをねらいつつ,

C1の変化を踏まえ,〈どっち?〉,〈これ?〉と要

求の指差しが出るように声をかけたり,Thを真

似てもらえるよう,〈ここ押して〉と指差してや

り方を教えたりこちらの意図をはっきり伝えたり

する工夫をした。また,言葉が増えるように,C1

が繰り返しやすい場面に合った短い言葉で話しか

けるようにした。

〈CIの様子と変化〉

動作法の課題全体を通して目が少しずつ合うよ

うになってきた。 Thの働きかけに合わせて,C1

も動かそうとする様子が窺えるようになり,C1の

自発的な動きも少し出てきた。また,動作法の課

題以外の関わりでは「いないないばあ」を楽しむ

ようになる。腕上げでは, #7, #8でThの目を

よく見る。方向を伝えるとThの動きに合わせて動

かす感じが出た。#9短い時間だが手を持だなく

てもThの動きについてくる。#13楽しく繰り返し

やることができた。躯幹ひねりでは,#8日をよ

く見るようになった。#10手を伸ばしてきてThの

顔に触って遊ぶ。#11, #12ハイテンションだが,

躯幹ひねりをやると落ち着く。背そらせでは,#

6 , #7身体を戻したがるがくもう少し〉と伝え

ると身を任せる。#8, #9楽しく上体を反らし,

伸びた時に目が合う。#13おとなしく,Thの合図

に合わせて上体を任せる。

遊びでは,#6~#8でくいないないばあ〉を

して遊び,#8にはくどこ,どこ?〉という言葉

に反応して笑って,自分でも「いないないばあ」

とやって楽しむ。まだ,1人ではジャンプするこ

とができない。 トランポリンに全く興味を示さな

かったが,跳ぶのを少しずつ楽しむようになる。

#7自分から乗りたがり,跳ぶと笑顔を見せる。

#8よく[iが合う印象。#9Thの差し出した千を

握った。ボール遊びにはほとんど興味を示さず,

プラレール遊びに夢巾になっていた。ボール遊び

にはThから誘うが,受け収ることはあってもほ

とんど興味を示さない。プラレールでは,Thが

教えるとその通りに真似することが増え,指差し

の理解,指差しの産出が見られるようになった。

プラレールで,#6に電車の箱を初めて指差し,

出して欲しいと要求(要求の指差し産出)。また,

初めてジュースを飲む振りをする(表象遊びの出

現)。#7〈どっちがいい?〉で「こっち」と指差

して電車を選ぶ。〈ちょうだい?〉と聞くとちょ

うだいの身振り。#11, #12Thが教えると電車を

線路の端と端から走らせ,足をトンネルにして電

車を潜らせあう。ままごと遊びにも少しずつ節味

を持ち始め,表象遊びが出始めた。#6ジュース

を飲むふり。#11包丁と野菜を渡して〈切って〉

でりる。#14ジュースを持っていると身振りでち

ょうだいと要求する。

言語面では,オウム返しであるが,少しずつ言

葉の表出が増えてきた。 Thの質問に対して「こ

っち」,「これ」等,少しずつ応答の言葉が出る。

#11にはくだっこ?〉,「だっこ」と要求語のオウ

ム返しが初出した。ただ,全体としてはオウム返

しでも要求の言薬はほとんど出ず,音声を伴わな

い身振りでちょうだい,千,を伸ばしてだっこ等を

表すことが多い。C1が見ているものに言葉を添え

た時や,身体を介して遊んでいる時によくThの

言菜を繰り返した。〈どっちかいい?〉,「こっち詰

〈だっこ?〉,「だっこ」。また,高い所から落ちて

「いたーい」と言う等,場面にあった言葉も出る。

→全体的に,少しずつ目が介うようになってきた。

指差しによく反応したり,指差して要求するよう

になった。やり方を見せて教えると,真似するこ

とが増えた。 Thの働きかけがCに受け入れられ

たことで,CIからThに要求を伝える場面,指示

が通って関わって遊べると感じる場面が増え,オ

ウム返しでの言葉も徐々に増えていった。体遊び
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だけでなく,物を介した遊びにおいてもコミュニ

ケーションが成り立ち易くなった。

第3期(#14~#23)Thを意識して遊ぶようにな

り,Moへの甘えが見られる等,「自己一他者の関

係」ができ始めた時期。

〈Thのねらいと関わり方〉

さらに強く関わって遊ぶ感じを出せるよう,ト

ランポリンでCに「せーの」と掛け声を言っても

らうようにしたり,C1がThにボールを投げられ

るよう動作や掛け声を大きくしたりした。また,

C1が何か要求する仕草を見せたら,〈なに?〉,

〈どうするの?〉と声をかけ,言えない時には

くあけて?〉,〈ちょうだい?〉と聞く等,できる

だけC1が要求語を使う機会を作るようにした。

〈CIの様子と変化〉

動作課題全般において,長い時間は続かないも

のの日がしっかり合ったと感じることが増えた。

じっくり課題に取り組むことができるようにな

り,自発的な動きが増えた。動作課題以外に,毎

回休遊びを楽しむ。腕挙げで, #14日がしっかり

合う。#16〈バンザーイ〉でC1が自分で手を挙げ

る。#17, #18Thにぴったり合わせて身体を動か

す感じやC1が自分で動かす感じが出る。#19ゆっ

くりした動きでもできる。#20Thの于の動きを見

る。躯幹ひねりで, #15〈もう少し〉で,もう少

し弛められる。#18何度かじっくり弛めることが

でき,気持ちよさそう。#19短時間だがThの目を

しっかり見る。#22, #23〈ギュッギュ〉の掛け

声に反応し長く目が介う。背反らせで,#14~

#16〈バンザーイ〉に介わせて上体を反らす。笑

顔で目もよく合い,長めに取り組める。#17~

#19で自分から反らせようとする。目が合うと何

かしゃべる。#20Thの働きかけに合わせて自分で

背中を反らす感じがある。

遊びでは, #15, #16いないないばあをやって

とThに近寄る。膝にのって後に倒れたり揺れた

りする。#16くすぐると笑いThの目を見る。#18,

#20Thに支えられ柱を登る。グルグル身体を回す

と楽しそう。#19足を〈ビョーン〉と投げ出して

遊ぶとよくThの目を見る。#21, #22足でThをキ

ック,身体でのひこうき遊びやギッコンバッコン

を楽しむ。 1人でもトランポリンを跳ぶことがで

きるようになる。 トランポリンが好きになり,C1

が跳び始めの掛け声も付け始める。#14〈せーの〉

を聞いて「せーの」。 Thがタイミングを合わせら

せるようにリードし,何度も飛ぶ。#16初めて1

人で跳べる。 Thが跳ぶのをやめると誘ってくる。

#20Thの言葉を繰り返し「ジャンプ」,「ピョンピ

ョン」。〈もう1回?〉,「もう1回」。ボール遊び

に興味を持ち始め,Thの投げたボールはすんな

り受け取るようになる。プラレールでは要求語が

出てきた。ボール遊びで, #16ボールをよく見て

受け取る。#17足に投げるとキックする。#18~

#23では数回Thの〈投げて〉で投げてくれる。プ

ラレールで, #22〈出Iして?〉ときくと「出して」。

〈龍持って〉と指差すと持つ。#23〈線路直して〉

と指差すと直す。表象遊びも増えてきた。物を食

べ物に見立てて食べる真似をし,人形にも食べさ

せるようになる。#14〈ケーキちょうだい〉で丸

太をくれる。#17丸太をケーキに見立てて食べる

真似。#18~21〈ちょうだい〉というと,人形に

ご飯を食べさせる。 Thの真似をして「いただき

ます」,[おいしい],「もぐもぐ」。

頻繁にThが言う言葉を真似したり,遊びなが

らその玩具の名前を言うようになる。オウム返し

であるが,要求語を言葉で言うようになる。#14

トランポリンで「せーの」と掛け声。#16初めて

くこれなに?〉に「アンパンあ身振りではなく,

〈あけて?〉,「あけて」。〈来て?〉,「来て」。くちょ

うだい?〉,「ちょうだい」。#19〈どうするの?〉

で「ちょうだい」と自発的な要求語が初出した。

→第1,2期のような目の合わせ方とは違い,短

時問だがThの目をしっかり見てくる。動作課題

にじっくり取り組むことができるようになり,C1

の自発的な動きが増えた。動作課題以外にも,毎

回体遊びを楽しむようになる。ThがC1の注意を

引きつけ,要求の言葉を使えるように働きかけて

きたことから,トランポリンやキャッチボールで

は他者をだいぶ意識して遊ぶことができるように

なり,指差しだけでなく言葉によって要求を伝え

る力も身につけ始めた。 Moからは「C1が甘えて

くるようになった。保育参観ではMoを探す様子

も見られて嬉しい。」と報告があった。

第4期(#24~#32)Thの様子を窺って遊ぶよう

になり,自発的に他者のやることを真似るように

なる等,C1の中に「自己一他者の関係」がかなり

成立してきた時期。

〈Thのねらいと関わり方〉

〈どうするの?〉と質問した後にはC1の答えを

しばらく待ち,自発的な要求語を引き出すように
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した。 1語文が出るようになったので,CIの言葉

に足りない所を付け加えるように,2語文で話し

かけることも意識していた。 C1にThの様子も気

にして遊んでもらえるよう,トランポリンでは,

「せーの」のタイミングが合わないとくもう1回〉

と伝え,タイミングよく掛け声をかけるよう促し

た。さらに,Thの遊び方をさりげなく見せたり,

〈○○しよう〉と適切に提案したりすることで,

遊びが発展するよう心がけた。

〈CIの様子と変化〉

動作法の課題全体を通してきっちり形をとるこ

とは嫌がるが,楽しくやりとりする中でThの日を

シーツと見るようになる。他動的でなく,Thの働

きかけに応じてC1が動きを訓整する。動作課題以

外での体遊びも増え,C1がThの様子を窺うため一

緒に遊ぶ感じが強く出るようになった｡腕挙げで,

#28~#30腕を動かすと目が合いやりとりできる。

#32手を持たずにThの動きに合わせ,Thの目と手

を交互に見る。躯幹ひねりで,#24繰り返しやる

とThの働きかけで弛める感じが出る。#28, #29

〈キュッキュ〉と遊びながらやると笑顔でThの目

を見てやる。背反らせで, #24足を崩さない程度

にしっかりブロックしてもゆっくり反らせられ

る。#27〈座って〉で座り,〈のびのびー〉と声

をかけてやると楽しそうに反らす。#30Thのタイ

ミングに合わせて上体を反らし目を合わせ,長め

にできる。

遊びでは,#25,#26,#28足を投げ出して遊

び,〈キック〉と言って遊ぶと笑顔。目をよく見

る。#27,身体をごろごろ|口|転させくすぐると顔

を見てニコニコ。#30Thの両手を握ってくるっと

一回転。〈ジャンプ〉で抱き士｡げると,タイミン

グを合わせて床を蹴り,何皮もジャンプする。後

ろに倒れる遊びでは,Thとタイミングを合わせ

て「ビョーンエ第3期までは,「せーの」の掛け

声が一方的だったが, #25ではThをシーツと見て

から掛け声をかけ, #28では言い直す等,Thの様

了･を窺って「せーの」と言えるようになる。また,

#29初めてThの目を見るように,ジャンプしなが

ら自分で土｡を見十jﾃﾞてきた。ボール遊びでは,C1

からThにボールを投げることが増えてきた。プ

ラレールでは,Thがやることをよく見ていて自

分から真似するようになり,Thの言葉をよく聞

いて行動する。自発的な要求語もよく出るように

なる。ボール遊びでは, #29テニスラケットにボ

-ルを投げる。#32Thに何度もボールを返してく

る。プラレールでは,#24Thが持っている電車を

見ているので〈何?〉で,「ちょうがい」。#29,

#30〈○○おこう〉と声をかけると,トンネル,

駅,踏み切り等を置いたり付け加えたりする。料

理作り遊びをする等,ままごとらしい遊びが始ま

る。また,空気を物に見立｡てる等,表象の力も仲

びてきた。#24Thを真似て箱から鍋に粉を入れて

混ぜ,ケーキ作りの真似をする。#25食べる輿似

をして「おいしい」。#27〈まぜよう〉でお五を

持って空の鍋を混ぜる。#30〈ケーキどうぞ〉と

空気を渡すと受け取り食べる真似。#32できたも

の(空気)をお肌に盛る兵似。

自発的な要求語(ちょうだい,あけて,行こう,

来て等)が言えるようになる。名詞や擬音語だけ

でなく,形容詞,あいさつ言葉もいう。オウム返

しで2語文も出始めた。#25〈なに?〉で,初め

て自分から「あけて」。#28「来て」と自分から

言う。食べる真似をして[おいしい],「いただき

まーす」。#31初めてオウム返しではあるが[電

車かいて]と2語文が言えた。また,く駅ちょう

だい?〉で「駅ちょうだい」。くアンパンマンど

こ?〉等の質問に指差しで応えるようになった

(応答の指差し産出)。#32〈電車かいて〉で「電

車かいて,はい」。

一目をシーツと見てくるようになる。第3期とも

様子が異なり,Thの様子を窺いながらC出身が

動きを調節しようとする。動作課題でも,他動的

でなくThの働きかけに応じてC1が動きを調整す

るようになる。体遊びも増え,CIがThの様子を

窺うため一緒に遊ぶ感じが強く出るようになっ

た。 Thと楽しくやりとりできる場面やThのやる

ことを自分から模倣する場而(他者の行為を理解

した上での動作模倣)が増えた。ままごとでは,

切る,混ぜる,焼く等してご飯を作るなど表象遊

びが多くなった。而iil｡な要求語を自発的に発する

ようになった。

動作課題やトランポリン等である程度しっかり

アイコンタクトが収れるようになり,自分を意識

し,Thの勁きや川りの状況に合わせて行動でき

るようになっていった。また,Thを見て,C1が

自分から爪似するようになったため,表象遊び等

には大きな変化が見られた。さらに,Thの言葉

かけに応えて自発的な要求語,2証文の表出が見

られるようになった。 Moからは「幼稚園でも友
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達をよく真似する。みんながやっていることはCl

もできる。」という報告があった。

2。コミュニケーション行動の変化について

1期(全5井) 2期(全8井) 3期(全10井 4期(全9井)

割印

(帽
#平
均(回)

割合

(％
）

平均(回

）

割合
(%) 平均(回)

割合
(%)

#平

均(回)

Aアテンションシフト 6.7 0.2 2.3 0.13 6.9 0.5 6.4 0.78

Bアイコンタクト 26.7 0.8 27.9 1.5 16.7 I.2 24.5 3
C指差し理解 33.3 1 23.3 1.25 20.8 I.5 りnu 2.56

D模倣(教化) 13.3 0.4 j･j
0.7

5

16.

7

1.

2

5.4 0 .67

E提示手渡し 20 0.6 9.3 0.5 18 1.3 9.1 1.12
F指差し(要求) 0 0 18.6 j 6.9 0.5 6.4 0.78

G模倣(自発) O 0 0 0 0 0 2.7
0.33

Hふり遊び 0 0 2.3 0.1

3

13.9 j J 2.41
-

θ.5石I指差し(応答) O 0 2.3 0.13 0 0 Zざ

合計 へ 3 ｀ヘヘ 5.3K ｀へ 7.2 犬 12.2

上の表は,CIのコミュニケーション行動の変化

についてまとめたものである。A~Iの項目は,

乳幼児期のコミュニケーション発達の順に並べて

ある。各コミュニケーション行動の出現時期や各

時期における頻度を見ていくことで,一般とは異

なった,CI自身のコミュニケーション行動獲得の

順序や段階,また,C1のコミュニケーション行動

の考察から自閉症児一般のコミュニケーション獲

得についても検討することができるのではないか

と考え分類した。

この表からコミュニケーション行動獲得の流れ

を考えてみたい。「B.アイコンタクト」や「C.

指差し理解」は第1期から現れていた行動である

が,第1期から第4期にかけて,これらの行動に

は大きな質的変化が見られた｡令4期間をかけて,

相手を意識するレベルの低い状態から,相手をあ

る程度はっきりと意識した状態での行動へ変化し

ていったと考えられる。これらの行動は自閉症児

にとって簡単に獲得できるものではなく,他者と

の[MJわりを深めることで獲得可能になるものであ

ろう。この「アイコンタクト」や「指差し理解」

行動は,他者の存在をしっかり認識していること

が前提となる行動であり,その意味で,その他の

行動獲得の基盤となるものと考えられる○その質

的変化は,その他の行動獲得に人:きな影響を勺･え

るものと考えられる。

一方川‾D.大人の教化による動作模倣],「E.

提示1渡し行動」,「F.要求の指差し産出」は,

第2闘や第3期に概ね行動が成立し,第4期に

「G.他者の行為を理解したことによる動作模倣」

や言葉による要求等の,より高いレベルでのコミ

ュニケーション手段に移行したことが窺えた。つ

まり,これらの行動は「アイコンタクト」や「指

差し理解」の質が少し高まることで獲得可能にな

るものであり,一度出現してしまえば,比較的獲

得や成立も早い行動であるかもしれない。

そして,今回の事例から,自閉症児も順序とし

ては概ね乳幼児と同しような経過でコミュニケー

ション行動を獲得していくことは窺えた。しかし

S児は,1つの行動を獲得成立させた後,次の行

動を獲得成立させるという発達ではなく,それぞ

れの行動獲得は不完全ながらも様々な行動を現

し,徐々に質を高めていくという発達を見せた。

そして,今回の事例では,発達の土台として「ア

イコンタクト」や「指差し理解」が存在し,これ

らの質的変化が他のコミュニケーション行動の出

現や発達に大きく影響を与えていることが窺え

た。

3。言葉の変化について

1期(全5井) 2問(全8#) 3間(全10# 4胡(全9#)

割合

(%)

;;平均

([司)

割合
(%)

耳平均

(回)

割合
(%)

#平均

(回)

割合
(%)

斟均
(回)

1独り言 63.6 1.4 17.2 0.63 13.4 0.9 21.8 2.89
2物に関する言葉 9.1 0.2 37.9 1.38 13.4 0.9 10.9 1.45

3Cに関する言葉 27.2 0.6 34.9 1.25 41.8 2.8 21.8 2.89
4誘導した要求語 0 0 3.4 0.13 14.9 1 12.6 1.67

5質問への応答 0 0 6.9 0.25 13.4 0.9 9.2 1.23
6自発的な要求語 0 0 0 0 3 0.2 21 2.78

7誘導した2証文 0 0 0 0 0 0 2.5 0.34

合 計 犬 2.2 犬 3.63 犬 6.7 犬 13.2

第1期,0の発する言葉は,[①独り言],「②

物に関する言葉」,「③C1の動き・状態に関する言

葉」に限られていた。第2期に「①誘導による要

求語」,「⑤質問への応答」,第3期に「⑥自発的

な要求語」,第4期に「⑦誘導による2語文」が

初出し,様々な言葉を発することができるように

なった。つまり,C1の場今,(1)他者を全く意識し

ない独り言の時期, (2)オウム返しで様々な言葉を

発する時期,(3)オウム返しで要求語を言うことが

でき,質問に言葉で答えられるようになる時期,

(4)自発的に要求語が言える時期,㈲オウム返しで

2語史が言える時期が順に現れた。つまり,まず

言葉をそのまま覚えて使う独り言から始まり,他

者の言葉をオウム返して使っていく中でその言葉

に意味を付け加え,自分の言葉にしていっている。

このことからも,オウム返しでの言葉を肯定的に

とらえ,C1が繰り返し易い言葉で話すよう心がけ

ることが大切と言える。そして,その言葉が徐々

にC1自身の言葉となっていくようくなに?〉,くど
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うするの?〉等の質問をし,CIが自発的に言葉を

発する機会,その言葉の使い方を知る機会を,

Thが意識して作り出すことが大切であると考え

られる。

4,発達検査にみられる変化について

/
運動 社会性 言語

移動

運動 手の運動 基本手皆慣

対人

関係
発話

誹諧

理解

〈11目1目〉インテーク

3歳2ヶJ」
-

2:06 2ﾆ03 1:06 O :01 1ﾆ00 1:0 0

〈2回目〉3期井21

3歳11ヶ月
3ﾆ04 3:0 4 2:0 9 O:06 1:06 2ﾆ0 3

〈3回目〉4期井32

3歳2ヶ月
-

3:08 3:04 3:08 O:11 2:06 2:06

「円城寺式・乳幼児分析的発達検査表」による

発達検査結果に大きな変化が見られ,大きく発達

したことが明らかとなった。まず,運動面「移動

運動」「手の運動」の発達は,遊びの変化と大き

く関係していた。「移動運動」の項目での伸びは,

両足でジャンプできるようになったことである。

これは,毎回のケースで少しずつジャンプをした

結果,第3期に1人でもトランポリンで跳べるよ

うになったことと関係する。そして,ジャンプの

獲得は,第3,4期のトランポリン遊びの発展に

も繋がり,他者認知の獲得にも大きな影響を与え

たものと考えられる。

次に,社会性の発達についてであるが,自閉症

児はこの社会性の発達において特に困難を示すと

言われる。 C1においても,発達の伸びが見られに

くい項目であると思われたが,「基本的習慣」に

ついては26ヶ月の伸びであり,他の項目の中で最

も著しい発達を見せている。具体的には,靴を1

人ではく,上着を自分で脱ぐ,自分で顔を洗う等,

身の回りのことは自分でできるようになった。こ

れは第4期の,化粧台でおしゃれする遊びや,

「友達がやっていることはC1もやれる」との服告

にも結びつき,C1の他者を模倣する力が伸びた結

果であると考えられる。また,自閉症児において

は最も伸びにくいと考えられる「対人関係」の発

達においても,1ヶ月の発達レベルから10ヶ月の

伸びを見せた。具体的には,第2回検査において,

「あやされると声を出して笑う」,「ほめられると

同じ動作を繰り返す」,[身振りを真似する]とい

う変化があった。これは第3期にMoへ甘えを示

すと報告があったこととも関連するものであろ

う。人からの働きかけに対するCIの応答がよくな

り,MoもC1との関わりを楽しめるようになった

のではないだろうか。また,第3回検査には,

「簡単な手伝いをする」,「困難なことに出会うと

助けを求める」等の変化があり,日常生活におい

ても,他者を意識した関わりが持てるようになっ

たことが窺える。 ThとC1とのやりとりの深まり

が,日常にも直接影響した結果であると考えられ

る。また,共回注意行動は･般に生後9ヶ月頃か

ら現れるが,C1の社会性「対人関係」が10ヶL」の

発達を示したことは,今後のコミュニケーション

発達につながる大きな変化だと言えるのではない

か。

言語面の「発語」,「言語理解」の発達は, Th

との関わりの中では,オウム返しによる2語文し

か出ていないが,「1常生活においては,「おふろ

入る」と言う等,自発的な2語文も見られるよう

になってきたと報告があった。「もうひとつ」,

「もうすこし」が分かる等の変化もみられ,これ

も,トランポリン等でくもう1回〉,「もう1回」

という関わりを繰り返し行ってきた結果なのでは

ないか。

Ⅳ。まとめ

筆者は全32セッションにおいて,乳幼児のコミ

ュニケーション発達の順序や段階を頭におき,C1

の現状にはどのような関わりが必要なのか,常に

考えながら実践を行ってきた。そしてアイコンタ

クトの獲得を中心に,他者認知を深めることを意

識しながら,声かけ,働きかけを工夫して能動的

に関わってきた。第1期においては,C1と一統に

遊ぶ感じをつかむことが難しく,Thとしてもど

う関わればよいか悩む事も多かっか。しかし,C1

と身体を介して遊ぶ場面,共感する場㈲を増やし

ていくことで,第2期には少しずつ物を介して遊

べるようになり,C1が要求に指差しを使うように

なった。第3期には,オウム返しでの要求語が出

現した。第4期の現在では,C1はThに自分から

要求を伝えるようになり,Thの様子を窺いなが

ら遊ぶことができるようになっている。

このような変化の背景には,やはりThとC1の

様々なやりとりの深まりがあったと考えられる。

第1期Thは,目を合わせる場面,指差しによっ

て注意を共有する場面を増やすことを意識してい

た。そして,第2期に目が合うようになり,指差
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しによる要求が出てきた。つまり,第1期のTh

の指差しによる働きかけが,第2期の要求の指差

し産出に繋がっていたのである。 C1はコミュニケ

ーション発達における1つ1つの行動を徐々に獲

得していっており,Thはその行動の少し先を行

くようなコミュニケーションの方法で働きかけて

きていた。発達検査やMoの話からは,この約1

年のThとの関わりを通して,C1が日常生活にお

いても大きく成長を遂げたことが明らかになっ

た。筆者が行ってきた,発達のレベルに応じた身

体や物を介しての幅広い関わりは,子どものコミ

ュニケーション発達に大きく影響を与えるもので

あると言える。

自閉症児といっても,1人ひとりの状態は様々

である。本事例においては,まずアイコンタクト

の成立を目指し,注意を共有しやすいよう身体で

の関わりを重視し,次第に物での関わりに移行し

ていった。アイコンタクトが成立している場介に

は,初めから物を介して関わり,動作模倣やふり

遊び,指差し産出等をねらいとして進めていくこ

とになるかもしれない｡ただその場合においても,

自閉症児がアイコンタクトの完全な獲得には大変

困即を示すことや,他者との注意の共有を苫手と

することを考慮する必安がある。ある程度アイコ

ンタクトが成立しているケースにおいても, Th

が動作課題や体遊び,トランポリン等,他行と直

接身体を介したやりとりを取り入れることで,さ

らに他者認知等コミュニケーションの基盤をしっ

かりと育むことができるのではないか。また,本

事例のようにC1が3~4歳と幼い場合には,自閉

症児に限らず発達的に遅れがある子どもでは,注

息の共有は難しい面がある。こうした幼いCIの場

合にも,身体を通した直接的な働きかけが発達的

に大きな意味を持つものと考えられる。本事例に

おいては,C1の母親にも毎日15分秒度,家庭で動

作訓練を行ってもらったが,こうした母親との内

接的なふれあいも幼いC1には大切な意味を持つも

のであったと考えられる。

肖初から比べると,現在までのCIの行動の変化

には驚かされる。しかし,まだ現在においてもS

児には,目が合いにくい,Thを引っ張って要求

を伝える,落ち着かない,注意を十分に持続させ

られない等の行動も,しばしば見られる所もある。

S児の模倣や表象の力がかなり伸びてきたことか

ら,Thとしてはさらに先を伸ばす点に意識が向

いていた感もあり,むしろ,対人関係の基盤であ

る「自己一他者の関係」がまだ完全には獲得でき

ていない点も多少残されているようにも思われ

る。このようなことからも,対人的な行動の基盤

となる他者認知をよりしっかりと育むことの重要

性と,そのためには身体を通した関わりをよりし

っかりと行っていくべきことがあらためて認識さ

れたように思われる。今後の支援においても,身

体を通しじっくり他者と関わる体験を重ねていく

ことで,他者認知そして「自己一他者」の関係性

を育むことを意識する必要があると考えている。
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